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山　下　洋　史
　従来より、経営資源の基本要素は、ヒト、カネ、モノ、すなわち3M（Man，　Money，　Materia1）
であるとされてきた。これに対して、最近では3Mに情報（Information）を加えて、3M＋1
を経営資源の基本要素とする考え方が主流となっている。近年の情報技術（Information
Technology；以下「IT」と呼ぶことにする）や情報システム（lnformation　System）；以下「I
S」と呼ぶことにする）の急速な発達にともない、情報が重要な経営資源であるという認識が
広く定着していったのである。
　一方で「情報とは何か？」、「情報の量はどれだけか？」というと、これはっかみどころのな
いやっかいな存在である。なぜなら、情報には色も形もなく、重さも体積も0であるからであ
る。このような点で、実体がはっきりとしている他の経営資源（3M）とは明らかに異なるの
である。もちろん、情報が印刷された紙は色も形もある。また、重さも体積も0ではない。し
かし、紙は情報が印刷された「モノ」であって、情報ではない。情報は、紙に印刷された文字
や記号の意味する内容である。
　それでは、このようにつかみどころのない情報を、定量的に捉える際の基礎となる理論は何
であろうか？それは、シャノンの情報理論であろう。シャノンは彼の論文「通信の数学的理論」
（The　Mathematical　Thory　of　Co㎜unication）の中で情報の尺度を定義している。シャノンの
定義した情報の尺度は、情報量（amount　of　information）と呼ばれ、形式的には熱力学におけ
るエントロピーと一致する。
　このようにシャノンの情報理論では「情報量＝＝エントロピー」とされているため、一般に、
獲得した情報量が大きいときに高エントロピーの状態にあると捉えられがちであるが、この解
釈は不正確である。なぜなら、情報を得ることによって意思決定の際のあいまいさが減少し、
自己の直面しているエントロピーが低下すると考えられるからである。また、シャノンの情報
量は確率のみで情報を捉えたものであり、本研究のテーマにある「情報の活性化」を捉える際
には、多様な視点が存在するものと考えられる。すなわち、情報活性化を高エントロピーの側
面のみから捉えるという、単純な図式ではこれを表現することはむずかしいと考えるのである。
　そこで、本研究では筆者の先行研究において提示した「情報活性化を、情報共有化と情報構
造化の2つの側面から捉える」という視点を基に、2年間の研究期間を通して「高一低エントロ
ピー」の両面から「情報活性化」の問題を論じるための概念的枠組みを構築した。そして、情
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報共有化は情報通信ネットワークのエントロピー一・一を増大させ、情報構造化は情報の形式や解釈
に関するエントロピーを減少させることに注目し、情報活性化のための「高一低エントロピー
の両立」の必要性を指摘した。さらに、このような高一低エントロピーの両立による情報活性
化が、組織活性化へとメンバーを導くという、新たな視点を提示した。
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